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2023 年 2 月 4 日（土）・5 日 ( 日 ) サントリーホール ブルーローズ

第12 回

第 2 部　須田祥子（Viola）・藤森亮一（Cello） 第 1 部　仁田晶凱（Dancer）・山澤慧（Cello）

　　

1212
回
目
を
迎
え
る
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
は
、

回
目
を
迎
え
る
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
は
、
33
年
振
り
に
コ

年
振
り
に
コ

ロ
ナ
禍
前
の
形
態
に
戻
り
、
無
事

ロ
ナ
禍
前
の
形
態
に
戻
り
、
無
事
22
日
間
開
催
を
実
現
す
る

日
間
開
催
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
チ
ェ
リ
ス
ト
の
集
い
」
に
は
、

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
チ
ェ
リ
ス
ト
の
集
い
」
に
は
、
5555
名名

の
会
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
両

の
会
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
両

日
を
合
わ
せ
約

日
を
合
わ
せ
約
3
5
0

3
5
0
名
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

名
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
　

し
た
。　
　

　

今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
「
奏
で
る

　

今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
「
奏
で
る  

輝
く
輝
く  

語
り
合

語
り
合

う
」
は
、
ま
さ
に
昨
年
の
「
チ
ェ
ロ
が
あ
る
か
ぎ
り
、
チ
ェ

う
」
は
、
ま
さ
に
昨
年
の
「
チ
ェ
ロ
が
あ
る
か
ぎ
り
、
チ
ェ

リ
ス
ト
が
い
る
か
ぎ
り
」
の
想
い
を
引
き
継
い
で
掲
げ
る
こ

リ
ス
ト
が
い
る
か
ぎ
り
」
の
想
い
を
引
き
継
い
で
掲
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
規
制
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
音

と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
規
制
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
音

楽
業
界
も
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

楽
業
界
も
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

毎
年
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
下
さ
る
皆

毎
年
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
下
さ
る
皆

様
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

様
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ェ
ロ
と
仲
良
く
な
る
コ
ン
サ
ー
ト

 

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
1
部
の
山
澤
慧
さ
ん
と
振
付

家
・
ダ
ン
サ
ー
の
仁
田
晶
凱
（
に
た
あ
き
よ
し
）
さ

ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ
と
ダ
ン
ス
の
演
目
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
山
澤
さ
ん
は
古
典
作
品
の
勉
強
を
重
ね
、

現
代
音
楽
の
演
奏
や
作
曲
家
へ
の
委
嘱
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
チ
ェ
ロ
の
可
能
性
を
探
求

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
2
0
1
5
年
以
降
、
20
世
紀

以
降
に
書
か
れ
た
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
曲
の
み
を
集
め
た

リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
「
マ
イ
ン
ド
ツ
リ
ー
」
を
毎

年
開
催
さ
れ
、
2
0
2
0
年
か
ら
は
同
シ
リ
ー
ズ
の

一
環
と
し
て
、
J
.
S
.
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ

組
曲
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
６
ヶ
年
計

画
で
展
開
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
山
澤
さ

ん
は
、
バ
ッ
ハ
の≪

無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
６
番≫

を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
山
澤
さ
ん
の〈
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
〉

の
演
奏
が
場
内
に
響
き
渡
る
と
、
途
中
か
ら
仁
田
さ

ん
が
舞
台
に
登
場
。〈
ク
ー
ラ
ン
ト
〉
が
終
わ
る
ま
で

チ
ェ
ロ
と
ダ
ン
ス
、〈
サ
ラ
バ
ン
ド
〉、〈
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
〉

は
チ
ェ
ロ
の
み
、
再
び
〈
ジ
ー
グ
〉
で
ダ
ン
ス
が
入

る
と
い
う
構
成
に
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
仁
田
さ
ん

は
、「
今
回
選
ん
だ
楽
曲
は
『
一
つ
一
つ
の
際
立
っ
た

音
の
粒
が
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
縦
の
力
と
横
の

力
で
た
っ
た
4
本
の
弦
か
ら
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

作
り
出
し
て
い
る
』、
そ
ん
な
楽
曲
に
感
じ
て
い
ま
す
。

山
澤
さ
ん
の
お
力
を
借
り
て
、
ダ
ン
ス
と
い
う
表
現

で
そ
ん
な
様
子
を
身
体
で
描
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
（F

acebook

の
コ
メ
ン
ト
よ
り
抜
粋
）」。
と

演
奏
会
前
に
意
気
込
み
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

チ
ェ
ロ
の
音
色
と
し
な
や
か
な
身
体
表
現
に
よ
る
演

目
は
、
耳
と
目
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
二
人
の
共
演
は
今
回
が
初

披
露
と
の
こ
と
。
チ
ェ
ロ
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
で
も
初
の
試
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
2
部
は
藤
森
亮
一
さ
ん
と
、
ヴ
ィ
オ
リ
ス
ト
の

須
田
祥
子
（
す
だ
さ
ち
こ
）
さ
ん
の
演
奏
で
し
た
。

藤
森
さ
ん
は
京
都
出
身
。
1
9
8
2
年
に
第
29
回
文

化
放
送
音
楽
賞
、
1
9
8
3
年
第
52
回
日
本
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
・
チ
ェ
ロ
部
門
第
1
位
、
1
9
8
6
年
第

21
回
東
京
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
弦
楽
四
重
奏
部
門
・

斎
藤
秀
雄
賞
等
、
多
数
受
賞
。
現
在
、
N
H
K
交
響

楽
団
首
席
奏
者
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
東
邦
音
楽
大

学
特
任
教
授
、
国
立
音
楽
大
学
客
員
教
授
、
東
京
藝

術
大
学
非
常
勤
講
師
を
務
め
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の≪

2
つ
の
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
眼
鏡
付
き
の
二
重
奏

曲≫

、
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
の≪

ヴ
ィ
オ
ラ
と
チ
ェ
ロ
の

為
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ≫

、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
作
曲
家
ポ
ー

ル
・
ウ
ィ
ア
ン
コ
の≪

A
m
erican H

aiku
≫

と
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
演
奏
い
た
だ

き
ま
し
た
。
藤
森
さ
ん
と
須
田
さ
ん
の
演
奏
は
、
そ

れ
ぞ
れ
人
の
声
に
も
っ
と
も
近
い
音
色
と
さ
れ
て
い

る
チ
ェ
ロ
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
大
変
心
地
の
良
い
デ
ュ
オ

の
響
き
で
も
っ
て
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

第
3
部
は
藤
森
さ
ん
と
山
澤
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
・
デ
ュ

オ
で
の
演
奏
で
し
た
。
演
奏
さ
れ
た
曲
目
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の≪

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の

二
重
奏
曲≫

、
バ
ル
ト
ー
ク
の≪

18
の
二
重
奏
曲

≫
（
44
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
重
奏
よ
り
編
曲W

alter 
K

urz
）
の
二
曲
を
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
、
菅
野
よ
う

子
の≪
花
は
咲
く≫

（
編
曲
山
澤
慧
）
を
演
奏
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
澤
さ
ん
が
藤
森
先
生
と
呼
ぶ

間
柄
の
お
二
人
で
し
た
が
、
大
変
息
の
合
っ
た
演
奏

を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
3
部
構
成
で
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
名
に
あ
る
「
チ
ェ

2



第 3 部　藤森亮一・山澤慧（Cello）

V
O
I
C
E

稲
垣 

素
子

R-547日
曜
朝
、
カ
ラ
ヤ
ン
広
場
に
チ
ェ
ロ
弾
き
が
集
ま
る

光
景
に
、「
こ
れ
ぞ
チ
ェ
ロ
の
日
2
日
目
！
」
と
心
躍
り

ま
し
た
。

念
願
か
な
っ
て
、
つ
い
に
本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
最
高
の
ホ
ー
ル
で
弾
け
る
喜
び
、
素
晴
ら
し
い
先

生
方
、
チ
ェ
ロ
が
好
き
な
皆
さ
ん
と
一
緒
に
曲
を
作
り

上
げ
る
機
会
を
い
た
だ
け
て
、
一
愛
好
家
と
し
て
大
変

光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
演
奏
を
至
近
距
離
で
堪
能
で
き
た

り
、
堀
先
生
よ
り
貴
重
な
お
話
を
伺
え
た
り
、
と
興
味

深
い
企
画
を
は
じ
め
、
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
本
番
ま
で
の

間
、
チ
ェ
ロ
で
つ
な
が
る
皆
さ
ん
と
共
に
、
た
っ
ぷ
り

と
チ
ェ
ロ
に
浸
る
２
日
間
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
私
は
自
主
練
習
会
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

楽
し
さ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
好
き
で
す
。
石
島
様
、

山
本
先
生
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
の
和
や
か
な
空
気
感
も
心
地

よ
く
、
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
え
て
有
難
い
か
ぎ
り
で
す
。

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
い
つ
も
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ

さ
る
チ
ェ
ロ
協
会
事
務
局
の
皆
さ
ま
、
関
係
者
の
方
々

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
担
当
理
事
よ
り

ロ
と
仲
良
く
な
る
」
な
ら
で
は
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
に
つ
づ
き
、
今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
実

施
。
ラ
イ
ブ
配
信
、
約
1
ヶ
月
間
リ
ピ
ー
ト
配
信
を

い
た
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
味
わ
え
な
い
臨
場
感
と

共
に
、
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず
音
楽
を
お
届
け
で
き

る
こ
と
が
で
き
、
気
軽
に
チ
ェ
ロ
の
日
を
楽
し
め
る

機
会
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
「
チ
ェ
ロ
の
日
」

は
、
ダ
ン
ス
や
ヴ
ィ
オ
ラ

と
の
組
み
合
わ
せ
で
と
て

も
興
味
深
く
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
山
澤
さ
ん

の
真
摯
に
向
き
合
っ
た
バ
ッ
ハ
と
仁
田
さ
ん
の
流
れ

る
様
な
柔
ら
か
な
動
き
の
ダ
ン
ス
の
融
合
に
よ
り
、

ホ
ー
ル
の
舞
台
を
越
え
た
美
し
い
空
間
が
広
が
っ
た

様
で
し
た
。
第
2
部
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の
須
田
さ
ん
と
藤

森
さ
ん
と
の
共
演
で
は
、
時
代
も
国
も
違
う
３
つ
の

音
楽
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
強
烈
に
浮
か
び
上
が

ら
せ
、
と
て
も
ヴ
ィ
オ
ラ
と
チ
ェ
ロ
だ
け
で
演
奏

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
豊
か
な
響
き
、
そ

し
て
色
彩
を
感
じ
ま
し
た
。
第
3
部
の
チ
ェ
ロ
の

D
u
o
も
、
全
く
違
う
種
類
の
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、

勿
論
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
バ
ル
ト
ー
ク
と
い
う
だ
け
で

も
充
分
変
化
が
有
る
の
で
す
が
、
バ
ル
ト
ー
ク
の
作

品
も
1
曲
ず
つ
明
確
な
性
格
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
そ
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
の

《
花
は
咲
く
》
で
穏
や
か
に
演
奏
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
と
て
も
音
楽
の
幅
や
種
類

が
広
く
、
チ
ェ
ロ
と
い
う
世
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、
音

楽
の
可
能
性
を
広
く
追
求
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
全
て
の
出
演
者
の
方
々
に
深
く
尊
敬
と
感

謝
の
念
を
抱
い
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

菊
地 

知
也

R-063
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チェロ・オーケストラ（第2部）演奏曲
小林幸太郎：チェロの為のハーモニックファンファーレ
A.ピアソラ：アヴェ・マリア
J.シベリウス：悲しきワルツ
K.ダヴィドフ：賛歌
P.W.キング、C.プライス、R.スチュワート：ユー・ビロング・トゥ・ミー
サイモン＆ガーファンクル：スカボロー・フェア
いずみたく：見上げてごらん夜の星を
ビートルズ：メドレー

＜アンコール＞
ビートルズ：オール・マイ・ラヴィング
中村八大：笑点のテーマ
ビートルズ：シー・ラヴズ・ユー

2
日
目
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
リ
ハ
ー
サ
ル
室
に

て
「
チ
ェ
リ
ス
ト
の
集
い
」
参
加
者
に
向
け
た
「
チ
ェ

ロ
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

当
協
会
の
評
議
員
長
で
あ
る
堀
了
介
さ
ん
（
司
会
は

渡
邊
亮
氏
）。
今
回
は
、
過
去
の
偉
大
な
チ
ェ
リ
ス
ト

の
足
跡
を
辿
る
企
画
の
一
環
と
し
て
、
現
在
の
チ
ェ

リ
ス
ト
、
そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
礎
を
築
い
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
斎
藤
秀
雄
氏
を
取
り
上

げ
、
堀
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
堀
さ
ん
と
斎
藤
先
生
の
出
会
い

に
つ
い
て
の
話
か
ら
始
ま
り
、
厳
し
く
て
怖
い
と
有

名
な
レ
ッ
ス
ン
の
内
容
や
、
斎
藤
先
生
が
育
て
ら
れ

た
チ
ェ
リ
ス
ト
（
弟
子
）
に
つ
い
て
。
ま
た
、
チ
ェ

リ
ス
ト
と
指
揮
者
の
2
つ
の
側
面
を
持
つ
斎
藤
先
生

の
逸
話
や
意
外
な
素
顔
に
つ
い
て
等
、
堀
さ
ん
の
体

験
談
を
踏
ま
え
、
普
段
、
書
籍
等
で
は
知
り
得
な
い

大
変
興
味
深
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
後
に
、
斎
藤
先
生
が
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
・
チ
ェ
ロ
界
に
遺
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
話
さ

れ
、「
チ
ェ
リ
ス
ト
・
レ
ガ
シ
ー
」
を
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
途
中
、
質
疑
応
答
の
時
間
等
も
挟
み
ま
し

た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
半
と
な
り
、
参
加

者
と
談
笑
を
し
な
が
ら
和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ロ
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
チ
ェ
リ
ス
ト
・
レ
ガ
シ
ー
（
斎
藤
秀
雄
さ
ん
）」

第
9
回
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
か
ら
2
回
の
中
止
を
経

て
、
3
年
振
り
に
「
チ
ェ
ロ
で
ひ
と
つ
に
な
る
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
1

部
は
若
手
奏
者
お
二
人
の
出
演
で
、
東
京
音
楽
大
学

付
属
高
等
学
校
1
年
に
特
別
特
待
奨
学
生
と
し
て
在

学
中
の
藤
原
寛
太
さ
ん
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
3
年

の
井
上
帆
乃
香
さ
ん
に
演
奏
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堂
々

た
る
見
事
な
演
奏
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
今
後
の
ご

活
躍
が
益
々
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
2
部
は
、
い
よ
い
よ
山
本
祐
ノ
介
さ
ん
指
揮
に

よ
る
、
チ
ェ
ロ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
す
。
本

番
ま
で
に
数
回
の
自
主
練
習
会
を
重
ね
、
リ
ハ
ー
サ

ル
、
ゲ
ネ
プ
ロ
か
ら
は
1
部
の
若
手
奏
者
の
お
二
人
、

当
協
会
の
役
員
で
プ
ロ
の
方
も
加
わ
り
、
総
勢
55
名

編
成
に
て
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
20
周
年
記
念
に
小

林
幸
太
郎
さ
ん
に
委
嘱
し
た
作
品
《
チ
ェ
ロ
の
為
の

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
》
か
ら
始
ま
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
そ
し
て
日
本
人
作
曲

家
で
お
馴
染
み
の
い
ず
み
た
く
の
曲
や
、
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
メ
ド
レ
ー
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
曲
の
合
間
に

は
祐
ノ
介
さ
ん
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
楽
し
い

ト
ー
ク
を
交
え
、
奏
者
と
聴
衆
が
一
体
に
な
っ
て
チ
ェ

ロ
の
音
楽
を
楽
し
む
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

チ
ェ
ロ
で
ひ
と
つ
に
な
る
コ
ン
サ
ー
ト

3



最初に出演のお話をいただいた時は、歴代の先輩方の錚々たる最初に出演のお話をいただいた時は、歴代の先輩方の錚々たる
顔ぶれを思い出し、背筋が伸びる思いが致しました。恥じない演顔ぶれを思い出し、背筋が伸びる思いが致しました。恥じない演
奏ができるようにと練習を重ねていきました。奏ができるようにと練習を重ねていきました。

リゲティの無伴奏チェロソナタは、男女の対話が現実味溢れるリゲティの無伴奏チェロソナタは、男女の対話が現実味溢れる
雰囲気で描かれるダイアロゴ、テンポが速く気性の荒ぶったカプ雰囲気で描かれるダイアロゴ、テンポが速く気性の荒ぶったカプ
リッチョの 2 つの部分からなります。技術的にも難解な曲で、良リッチョの 2 つの部分からなります。技術的にも難解な曲で、良
い演奏ができるか正直不安でした。ですが、本番前に聴いてくだい演奏ができるか正直不安でした。ですが、本番前に聴いてくだ
さった河野先生からは「フィジカルで焦らないようにと思わずさった河野先生からは「フィジカルで焦らないようにと思わず
に、歌うように意識してみて」とアドバイスをいただきました。まに、歌うように意識してみて」とアドバイスをいただきました。ま
た山崎先生からは「全然問題ないね」と温かく仰っていただいたた山崎先生からは「全然問題ないね」と温かく仰っていただいた
ことで、すーっと肩の力が抜けたのを覚えています。そして迎えことで、すーっと肩の力が抜けたのを覚えています。そして迎え
た本番。四方八方にはチェロの愛好家の方々とお客様、そして正た本番。四方八方にはチェロの愛好家の方々とお客様、そして正
面にはチェロ界を代表する先生方…。私はそんなブルーローズの面にはチェロ界を代表する先生方…。私はそんなブルーローズの
ど真ん中で、この曲を演奏しました。いざ弾き始めてみれば、空間ど真ん中で、この曲を演奏しました。いざ弾き始めてみれば、空間
の響きを楽しみながら演奏出来たのではないかと思います。の響きを楽しみながら演奏出来たのではないかと思います。

また、3 年振りとなるアンサンブルも印象に残りました。オシャまた、3 年振りとなるアンサンブルも印象に残りました。オシャ
レな作品、アレンジにも感銘を受けながら、沢山の名曲を楽しくレな作品、アレンジにも感銘を受けながら、沢山の名曲を楽しく
演奏させていただきました。演奏させていただきました。

最後になりますが、このような貴重な機会をいただきまして、最後になりますが、このような貴重な機会をいただきまして、
本当にありがとうございました。チェロの日でいつかまた演奏で本当にありがとうございました。チェロの日でいつかまた演奏で
きるよう、努力を重ねていきたいと思います。きるよう、努力を重ねていきたいと思います。

この度は、チェロの日の舞台で演奏する機会を頂けたこと、心より感この度は、チェロの日の舞台で演奏する機会を頂けたこと、心より感
謝申し上げます。謝申し上げます。

第 1 部ではカサドの無伴奏組曲を弾かせていただきました。満席の第 1 部ではカサドの無伴奏組曲を弾かせていただきました。満席の
お客様と 50 人を超えるチェロ・オーケストラの皆様に囲まれ見守っお客様と 50 人を超えるチェロ・オーケストラの皆様に囲まれ見守っ
て下さる中とても緊張しましたが、この上ない夢のような時間でした。て下さる中とても緊張しましたが、この上ない夢のような時間でした。
リハーサルのときには、ご高名な先生方が聴いてくださりご指導頂けリハーサルのときには、ご高名な先生方が聴いてくださりご指導頂け
たことも、学生の私にとって貴重な経験となりました。たことも、学生の私にとって貴重な経験となりました。

第 2 部のチェロ・オーケストラでは、たくさんのチェリストの皆様第 2 部のチェロ・オーケストラでは、たくさんのチェリストの皆様
との演奏に心が弾みました。チェロアンサンブル独特の暖かい雰囲気との演奏に心が弾みました。チェロアンサンブル独特の暖かい雰囲気
や音色がとても心地よく、思い切り音楽を楽しめた幸せなひとときでや音色がとても心地よく、思い切り音楽を楽しめた幸せなひとときで
した。した。

私はサントリーホールで演奏するのが初めてだったのですが、チェ私はサントリーホールで演奏するのが初めてだったのですが、チェ
ロの音を鮮明に響かせ、包み込んでくれる素敵な空間で、そのような素ロの音を鮮明に響かせ、包み込んでくれる素敵な空間で、そのような素
晴らしい会場で弾かせて頂けたことを光栄に思います。晴らしい会場で弾かせて頂けたことを光栄に思います。

日本チェロ協会の関係者の皆さまに御礼申し上げます。これからも、日本チェロ協会の関係者の皆さまに御礼申し上げます。これからも、
チェロの魅力をより多くの方に届けられるよう、日々精進したいと思チェロの魅力をより多くの方に届けられるよう、日々精進したいと思
います。います。

G.カサド：無伴奏チェロ組曲より第1、3楽章G.カサド：無伴奏チェロ組曲より第1、3楽章

G.リゲティ：無伴奏チェロ・ソナタG.リゲティ：無伴奏チェロ・ソナタ

藤 原  寛 太

井 上  帆 乃 香

S-213

S-258
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若手奏者のお二人より若手奏者のお二人より

初日第 2 部    藤森亮一（Cello）初日第 2 部    藤森亮一（Cello）
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初日第 1 部    仁田晶凱（Dancer）・山澤慧（Cello）初日第 1 部    仁田晶凱（Dancer）・山澤慧（Cello）

初日第 2 部    須田祥子（Viola）初日第 2 部    須田祥子（Viola） 初日第 2 部    藤森亮一（Cello）初日第 2 部    藤森亮一（Cello）

2 日目第 2 部　左から堤剛、藤原寛太、堀了介、河野文昭、山崎伸子2 日目第 2 部　チェロ・オーケストラ

2 日目第 2 部　山本祐ノ介（Conductor）



Yoko HASEGAWA

1. 近況を教えてください
現在（3 月末）、春のプログラムの準

備を進めています。3 月はコロナで 3 年
開催ができなかった、長崎のおぢか国
際音楽祭に今年はまた参加することが
できて、そして沢山の受講生が応募し
て下さって、とても嬉しく思っていま
す。この音楽祭は、海と島の人たちの
優しさに溢れた音楽祭です。何度も訪
れていますが、ここで心のデトックス
ができる素晴らしい環境で、演奏でき
るのが本当に幸せです。

2. 今後の予定は？
4 月は関西フィルさまと田中カレンさんの「アーバン・プレイヤー（都会の祈り）

～チェロとオーケストラのための」をマエストロ藤岡幸夫と演奏します。これは、
本当に人類愛、そして地球愛に溢れた作品だと思います。コロナや今起きている
ウクライナの問題、そして環境汚染など、深く考えさせられる作品です。

3. チェロを始めたきっかけを教えて頂けますか？
2 つ上の姉がヴァイオリンやピアノを習っていて、当時は何でも姉のお下がり

だったので、楽器くらいは違うのを弾いてみたい、と思っていたところ、ふとカ
ザルスの音源を聴いて、「これだ！」と。

4. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？
新しいプログラムを考えている時です。

R-053
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長谷川 陽子 さん

5. チェロ以外に好きなことはありますか？
猫！！！！！！我が家には 3 匹いますが、それぞれに性格が違って、毎日

沢山の笑いや微笑みをプレゼントしてもらっています。疲れて帰ってきても、
彼らが出迎えてくれるし、触るとふわふわだし、今の私は彼らを大切に育て
るために、お仕事を頑張る日々です！

6. プ ロ の チ ェ リ ス ト を 目 指 し て い る 学 生 や 若 い チ ェ リ ス ト に 伝 え
たいこと・望むことはありますか？

とにかく若いうちにレパートリーをしっかり増やしておいて下さい。世の
中に出ると、時間も自分の勉強のために確保するのが大変ですし、小さい頃、
若い頃に身についたものは確実にあなたの「引き出し」になります。

Cellist's Update

Upcoming Events
公演名／長谷川陽子　ベートーヴェン　チェロ・ソナタ全曲演奏会
日時／ 2023 年 5 月 19 日（金）18:30 開演
会場／兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール
料金／ ¥5,000  大阪新音会員価格：¥4,500（全席座席指定）
出演／長谷川陽子、松本和将
問／大阪新音 TEL : 06-6926-4888 ／ FAX : 06-6926-4889

昨年、東京でも行いましたが、2022 年のベートーヴェンと、2023 年の
ベートーヴェン像が私の中で少しずつ変化してい
ます。ベートーヴェンの音楽には人間の感情の全
てがあり、そして必ず希望があります。

チェリスト長谷川陽子 オフィシャルサイト
http://yoko-hasegawa.com/

 ⓒ武藤章

Kei YAMAZAWA

1. 近況を教えてください
3 月上旬に、第 3 子 ( 男の子 ) が誕生

しました！新しくはじまった生活にワ
クワクしています。そんな中、今年後
半に演奏する楽曲の譜読みや、チェロ
アンサンブル XTC のための編曲などを
少しずつ続けております。

2. チェロを始めたきっかけを教え
て頂けますか？

5 歳頃から、桐朋学園子どものための
音楽教室（ひばりヶ丘教室）に通っておりました。そこで小学校 1 年生の時、ピ
アノかヴァイオリンかチェロを自分の楽器として習う、という機会がありました。

（あまり迷うことなく）それまで見たことのなかった楽器、チェロを選びました。

3. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？
コンサートのプログラムや、何かプロジェクトを考えているときはワクワクし

ます。プログラムなど凝りすぎて、実際に取り掛かると大変な作業になる、とい
うことがよくあるのですが、、、

4. チェロ以外に好きなことはありますか？
献立を考えること、スーパーで買い物をすること、料理をすることは好きです。

片付けは苦手です。

R-632

山澤 慧 さん

5.「チェロの日」にご出演いただいたご感想をお聞かせください
藤森亮一先生との共演は先生の胸を借りるつもりで演奏し、伸び伸びと楽

しんで演奏できました。また、ダンサーの仁田晶凱さんとのバッハ無伴奏チェ
ロ組曲での共演はとても楽しいものでした。「無伴奏」曲を演奏する時、しば
しば孤独との戦い、、となることが多いのですが、ダンサーという共演者がい
ることで安心して演奏することができました。

6. 今後どのようなチェリストになっていきたいですか？
ここ 10 年間は、20 世紀以降に書かれた作品を積極的に演奏してきました。

これからの 10 年間は、20 世紀以前の作品にも改めてじっくり取り組みたいと
考えています。

Upcoming Events
公演名／山澤慧無伴奏チェロリサイタル　マインドツリー vol.9
日時／ 2023 年 7 月 21 日（金）19:00 開演
会場／トーキョーコンサーツ・ラボ
料金／一般：￥3,500 円　学生：2,500 円

無伴奏チェロリサイタルシリーズ「マインドツリー」も今年で 9 回目と
なりました。バッハの無伴奏チェロ組曲第 4 番や、（オーボエ奏者でも
ある）ハインツ・ホリガーによる難曲、そして新
作の初演を予定しています。また、11 月 4 日には
トーキョーコンサーツ・ラボにてチェロアンサン
ブル XTC の公演を予定しています。

ⓒ Ayane Shindo

山澤慧オフィシャルウェブサイト
https://www.yamazawakei.com/
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Shoko MASHIYAMA

1. 近況を教えてください
桐朋学園研究生 2 年次から、戸塚区

民文化センターさくらプラザサポート
アーティストとして、また大阪交響楽
団副首席奏者として活動させていただ
いています。右も左も分からない私を
受け入れてくださり、今に至るまで暖
かく見守ってくださっているオーケス
トラには、感謝してもしきれません。
大阪響団員としては、シンフォニー、
オペラ、ポップスサポート、室内楽 ( 特
にカルテット ) などに取り組みながら、

戸塚区民文化センターさくらプラザさんからは、ソロ、室内楽のお仕事をいただ
いています。

在京オーケストラ、カルテットなどからお仕事を頂戴する事もあります。

2. 大阪響団員としてのやりがいは？
大阪響は素晴らしいメンバーが多い。本番の集中力たるや、毎回「おおっ来た

来た！！よし！」とガッツを感じます。お互いを尊重し、鼓舞し合う関係でいら
れる素晴らしいオーケストラだと感じています。

3. チェロを始めたきっかけは？
父がコントラバス弾き、母がアマチュアチェリストだったので、物心ついた時

にはチェロを弾いてました。

4. 一番ワクワクするのはどんな時？
アンサンブルしている時に、メンバー全員の気持ちが集合した瞬間です。

また、毎朝のメイクの仕上がりが上手くいった時も「よし！」とワクワクし
ます。

5. チェロ以外に好きなことはありますか？
お散歩（15km ほど歩いたことも）、神社・仏閣巡り、ハイキングなどです。

6. 今後どのようなチェリストになっていきたいですか？
ソロからオーケストラまで、魅力的な音楽を奏でられる、温かいチェリス

トを目指します。

R-511

増山 頌子 さん

Upcoming Events

増山頌子 公式 Twitter
@mashisho_vc

公演名／音楽のあるひとときVol.12『承継と継承 〜紡がれる音〜』
日時／2023年5月18日（木）14:00開演（約１時間）
会場／フェニーチェ堺 小ホール (大阪府堺市)
料金／¥1,000（全席指定・税込）
問／フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）TEL 072-223-1000
        9:00〜20:00（第1・3月曜休館 祝日の場合は開館）

ヨーロッパ音楽を日本に紹介されたおひとり、山田耕筰氏の弦楽四重奏
曲を、ヨーロッパ音楽のエッセンスBrahmsクラリ
ネット五重奏曲と共にお聴かせし、古今東西の心
の繋り、心の紡ぎを、お客様と共に楽しみたいと
願っています。

Keisuke MORITA

1. 近況を教えてください
2019 年よりドイツのザールブリュッ

ケンで勉強を始め、今年大学院を卒業
する予定です。卒業後もヨーロッパで
引き続き研鑽を積む予定です。

昨年はリサイタル、コンクール、マ
スタークラスなどを通して、沢山の方々
と知り合う機会に恵まれました。今年
もレパートリーの開拓や言語の習得に
集中的に取り組んでいきたいです。

2. チェロを始めたきっかけを教えて頂けますか？
3 歳上の兄がヴァイオリンを習っていて、兄と同じことをしたい！と言ったみ

たいです。そこで兄の先生から「兄弟で違う楽器の方が世界が広がるから」との
理由でチェロを勧められました。

3. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？
演奏している時に共演者と同じものを感じ、予定調和ではない音楽が生まれた時。

4. チェロ以外に好きなことはありますか？
本を読んだり、自然の中を歩いたりするのが好きです。自然に身を委ねると、

人工物の多い都会で忘れがちな、自然との繋がりや人間も自然の一部なんだとい
う感覚や謙虚さを思い出せます。その上リラックスできるので一石三鳥くらいで
す（笑）

5. 今後どのようなチェリストになっていきたいですか？
ソリストとして活動していきたいと思っております。また、反田恭平さん

が設立したジャパンナショナルオーケストラ（JNO）のメンバーなので、室
内楽やオーケストラにも力を入れていきたいです。ソロで学んだ事をオーケ
ストラに、オーケストラで学んだ事をソロに活用できればと思います。学び
の場や学んだ事を応用できる場が沢山あるのは本当に有難いことです。と、
色々考えていますが、決めすぎるのも良くないと思うので目の前のことを全
力でやるのみです。

S-146

森田 啓介 さん

Upcoming Events
公演名／2017年度 青山音楽賞 新人賞受賞研修成果披露演奏会 
               森田啓介チェロリサイタル
日時／2023年8月6日（日）14:00開演
会場／青山音楽記念館 バロックザール（京都）
料金／¥3,000（全席自由）
出演／森田啓介、上田晴子
問／青山音楽記念館　075-393-0011 （9:30~18:00 月・火休館）
　　森田啓介オフィシャルサイト　concertmorita@gmail.com 

今まではドイツに留学している事もありドイツ音楽を中心に演奏してき
ました。今回はパリで活躍されている上田晴子先生をお迎えしますの
で、是非フランス音楽を共演してみたいと思い、ブーランジェ、フラン
クを選曲しました。また、後半にはブルッフとブ
リテンを選曲し、異なる性格や雰囲気の曲を楽し
んで頂けると思います。8月6日京都バロックザー
ルでお待ちしております！

 ⓒ Eiji Yamamoto

森田啓介オフィシャルサイト
https://www.keisukemorita.com/
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チェロ協会の公式サイトでは、公演情報や会員の皆さまの
チェリストとしてのプロフィールを無料で掲載しております。
ぜひ情報をお寄せください。

公演情報チェリストを探すチェロ協会の公式サイトに情報を掲載できます 一般財団法人 日本チェロ協会（JCS NEWS）第 61 号　　2023 年 4月 21 日発行一般財団法人 日本チェロ協会（JCS NEWS）第 61 号　　2023 年 4月 21 日発行
発　行 一般財団法人 日本チェロ協会

東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 19 階 私書箱 509 号
電話 03-3505-1991　FAX 03-3582-1310　E-mail office@cello.or.jp

堤 剛
日本チェロ協会事務局
株式会社アイデアリズム

発行人
編　集
編集協力

2023 年度主催イベントのご案内
■第 7 回ジュニア・チェロ・キャンプ
日時：2023 年 9 月 17 日（日）、18 日（月・祝）
会場：東京音楽大学（中目黒・代官山キャンパス）
講師：堤剛、中島顕、堀了介、山崎伸子
　　　大友肇、河野文昭、山本裕康、他

■マスタークラス
日時：2023 年 11 月予定
会場：サントリーホール　ブルーローズ
講師：アントニオ・メネセス

■第 13 回チェロの日
日時：2024 年 1 月 6 日（土）、7 日（日）
会場：サントリーホール　ブルーローズ

事務局からのお知らせ

M E M B E R S  V O I C E 佐谷 記世 さんR-164

WELCOME
2022 年度 新規入会者のご紹介 ( ご入会順 )

今年度は、新たに 1 企業、15 名に加わっていただきました。

正会員 6 名 学生会員 9 名

山 下　 大 河　 さ ん
瀬 戸　 真 愛　 さ ん
竹 田　 智 喜　 さ ん

向後　陽子　さん
棗　   年 紀  さ ん
野村　友紀　さん
福田　昭子　さん
花野　奈緒　さん
喜 園　 伸 一   さ ん

　

３
歳
の
時
に
チ
ェ
ロ
を
習
い
始
め
、
大
人
に
な
り

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
頃
か
ら
、
知
人
の
お
子
さ
ん
に

チ
ェ
ロ
を
教
え
る
よ
う
頼
ま
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
い
つ
し
か
我
が
子
も
チ
ェ
ロ
を
弾
き
た
い
と
言

い
出
し
、
前
後
し
て
小
さ
な
頃
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
の
助
手
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
チ
ェ
ロ
を
習
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た

ち
と
巡
り
合
う
こ
と
に
。
楽
器
習
得
は
個
人
レ
ッ
ス

ン
と
練
習
が
基
本
で
す
が
、
他
者
や
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
開
か
れ
た
機
会
が
も
っ
と
あ
れ
ば
…

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
合
同
で
「
こ

ど
も
カ
ザ
ル
ス
会
」
と
い
う
名
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
始
め
ま
し
た
。
口
コ
ミ
で
小
さ
な
チ
ェ
リ
ス

ト
が
集
ま
り
演
奏
。
第
１
回
目
は
一
番
下
が
4
歳
で

一
番
上
が
小
学
5
年
生
。
皆
、乳
幼
児
の
弟
妹
が
い
て
、

な
か
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
若
手
の
チ
ェ
リ
ス
ト
に
ゲ
ス
ト
演
奏
を
お
願

い
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
聴
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

次
第
に
年
齢
層
と
曲
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
り
、
女
子

学
生
が
「
私
た
ち
は
も
う
子
供
で
は
な
い
」
と
宣
言
。

名
称
が
「
若
き
チ
ェ
リ
ス
ト
た
ち
の
演
奏
会
」
と
変

化
し
ま
し
た
。
今
年
は
5
月
14
日

に
芦
屋
市
で
開
催
、
全
員
で
《
鳥

の
歌
》
等
の
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
も
し
ま
す
。
ご
都
合
よ
ろ
し
け

れ
ば
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

賛助会員
株式会社プランクトン 坂井　律月　さん

川 村　 未 来   さ ん
志水　伶衣　さん
丸山　悦未子さん
遠 藤　 光　 さ ん
髙 橋　 ゆ い  さ ん

新年度を迎えひと月が経とうとしており

ますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

今年はようやくマスクを外して、清々しい

気持ちで愛犬と一緒にお花見をすることが

できました。5 月に、新型コロナウイルス

が季節性インフルエンザと同じ５類に引き

下げられますが、感染予防は引き続き行っ

ていきたいと思う今日この頃です。

昨年度はチェロの日を 3 年振りに 2 日

間開催することができ大変嬉しく思いまし

た。今年度もイベントが左記の通り予定さ

れておりますので、お誘いあわせの上、ご

参加いただけましたら幸いです。


